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   令和７年度第１回プラネタリウム館運営協議会会議録（概要） 

１．開催日時 令和 7年 7月 2日(水) 午後 3時 30分から 5時まで 

２．開催場所 文化センター2階かおりホール（中ホール） 

３．出 席 者 中里委員、野崎委員、國司委員、浅沼委員、髙𣘺委員、亀井委員 

 事務局：井上教育長、髙花センター長、岸下主査、西口主任主事、 

佐山主査 

４．欠 席 者  なし 

５．傍 聴 者 4名 

６．委嘱状・任命状交付式 

７．会長・副会長の選任 

８．議 題 １ 令和 6年度の事業実施状況について      （公 開） 

       ２ 令和 7年度事業計画について        （公 開） 

       ３ 大規模改修基本計画策定業務の概要説明と市民アンケートの実施につ 

いて（公 開） 

       ４ その他 

９．配布資料  

  資料① 令和 6(2024)年度事業報告 

  資料② 令和 7(2025)年度事業計画 

2025のラインナップ、星だより(5.6.7月分)、パンフレット(夏秋) 

資料③ 白井市文化センター大規模改修基本計画策定イメージ資料 1 

白井市文化センター大規模改修に関する市民アンケートのお願い資料 2 

         

１０．会議での確認・承認事項 

   ① 令和 6年度の事業報告について 

   ② 令和 7年度事業実施計画について 

   ③ 大規模改修基本計画策定業務の概要説明と市民アンケートの実施について 

   ④ その他 

 

１１．議 事 以下のとおり 

 

 



2 

 

委嘱状・ 

任命状交付式 
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事務局 

 

野崎委員、國司委員、中里委員、浅沼委員、髙𣘺委員、亀井委員順に委嘱状・

任命状を教育長より交付する。 

 

教育長挨拶の後、各委員及び事務局員一言挨拶。 

 

会長、副会長の選任 

会長には引き続き中里委員を事務局から推薦し、 

副会長には野崎委員に決定。 

 

教育長、所要のため退席 

 

事務局より、会議での注意事項の説明後、会長へ議事進行をお願いする。 

 

議題 1 令和 6年度の事業実施状況について 

 

資料①令和 6(2024)年度事業報告に沿ってプラネタリウム投映事業について

説明。 

「生まれる前から星になる前まで楽しめるプラネタリウム」をコンセプトに、

様々な年齢、ライフステージに対応した次の投映を行っている。更に昨年度

は、プラネタリウム館が開館 30周年を迎えたことを記念し、開館 30周年記

念イベントも行った。 

ロイ君アワー、アストロアワー、幼児投映、学習投映、ひよこプラネタリ

ウム、にんさんぷラネタリウム、プラチナアワー、ライブコンサート、謎解

き、熟睡プラネタリウム、星よりも遠くへ、あなただけのプラネタリウム事

業、結果について説明を行う。 

 

質問、ご意見はあるか 

 

「にんさんぷラネタリウム」の参加者が少ないので、もっと頑張ってほしい。 

館のキャッチコピーの「生まれる前から」に対応する部分なので、少ないか

ら止めるのではなく、工夫して続けてほしい。 

 

幼稚園に来ている方の話で、赤ちゃんの頃、児童館で知り合って、一緒に幼

稚園に入って来たという方が多い。妊婦さんが集まる場はいくつかあるが、

プラネタリウムで集まるという認識がないのではないか。 

 

妊産婦対象だが、経産婦は、乳幼児向けの「ひよこプラネタリウム」にきて

いるイメージがある。 
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プログラムの内容は、図書館が決めているのか、プラネタリウムが決めてい

るのか。内容としては、本を読み聞かせをしながら、星を見るということか。 

 

図書館は読む絵本の選択と読み聞かせ部分を担当し、その後、プラネタリウ

ムが星の誕生と命の誕生を音楽と共にお話する 2部構成である。 

赤ちゃんを連れてどこにも遊びにいけないというお母さんが、赤ちゃんが泣

いてもいいから気にしないで来てくださいと、孤独にならず、気楽に足を運

べる場を提供することも目的にしている。以前子どもが楽しめなかったとい

うご意見をもらう事もあったが、今は大人向けであることを周知し、その様

な意見をいただくこともなくなった。 

 

内容としては良い思うが、お母さん目線だと、子連れでずっと 1時間座って

いるのは長くないか。 

 

最初の 20分が本の読み聞かせで、後半 40分がプラネタリウムの時間で、切

り替えの時間はあるが、休憩は取っていない。 

 

この世代の求めるもので、自分もゆっくりしたい、気分転換したいというの

もあると思うが、以前、健康課の保健師や病院の先生の方も来られてて、参

加者が多かったということもあるので、お母さん同士が少し話せる時間があ

ってもいいのではないか。投映を見て終わりではなく、ふれあいの場、時間

を作ってみてもいいのかなと思った。 

 

以前「パパママクラス」というのを健康課で行っていて、4回程の講座の中に、

「マタニティコンサート+α」という名前でプラネタリウムも組み込まれてい

た。投映の前に、妊婦さんがお医者さんのお話を聴く時間や、質問する時間

もあり、全体で 2時間ぐらいだったが、多くの方が参加していた。しかし、

出産直前まで働く妊婦さんが増え、参加者が減少。健康課も人手がなく、他

の事業もいっぱいということで、健康課の事業とは切り離すこととなった。 

2階に喫茶店がある時は、プラネタリウムで見た後に、喫茶店に移動し、お話

できたらいいと思っていたが、今、喫茶店やお話できる場がなくなってしま

った。今後ふれあえる場を検討する。 

 

では、他になにかないか。 

 

2点ほど、お聞きしたいことがある。 

1点は、地域に根ざしたプラネタリウムということで、未就学児や、園児さん
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など、身近に寄り添う活動をしていると思ったが、何人で運営しているのか。 

 

現在、職員 2人に会計年度任用職員 5人である。今年、数十年ぶりに新たに

加わった解説員(会計年度任用職員)がデビューに向けて練習中である 

7年ほど前に、ベテラン職員 1名が再任用職員で週 4日勤務となり、更に 2年

前に会計年牡任用職員になってから、大きく体制が変わった。 

それまで、事業数が多く、常に人手が足りない状態であったが、新型コロナ

感染症拡大時に 13時 30分の投映を中止し、番組制作数を減らす等、事業の

見直しを行った。 

 

大変なご苦労だと思う。職員の方の健康面を含めて、ぜひこの内容を継続す

るにしても、残業がいっぱいあるからいいというわけではなく、機能的な働

き方をし、かつ来館者に楽しんでいただけるようしていただきたい。 

2点目に、学習投映に一般の方が入ることについて驚いた。川崎市は学校教育

の一環なので一般の方はお断りをしている。午前中は、市民の方が入れない

ので、なんで入れないの？といった意見もある。 

先生側から見て、学習投映を見に来て、知らないおじさんがいるというのは

問題ないのか。 

あと、一般の方も学習投映が見られる土日に開催している「どなたでも学習

投映」は素晴らしい。 

 

私が学習投映に来た時は一般の方がいなかったので、そう感じたことがない

が、一般の方がいるとなると事前に指導は必要かと思う。だからといって一

般の方がいたからといって支障はない。 

 

同じく、一般の方と一緒になって困ったと聞いたことがない。一般の方と一

緒に見るマナーを覚えさせていいと思う。 

 

他の園と一緒になる機会があったが、子どもたちにはルールを教える良い機

会にもなるし、迷惑をかける心配はあるが、問題はない。 

 

他にあるか。 

 

話が戻ってしまうが、自分には 5歳と 2年生の子どもがいて、自分も「にん

さんプラネタリウム」に行ってみたいと思った記憶がある。 

産休に入るのが、お腹が大きくなってからで、妊婦で 1時間座っていられる

かが心配なことと、妊婦さんの知りたいこと、例えば子どもとどう接してい

くのか、どんな風に出産するか等、心配なこととかを知りたくて、その時に、
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この「にんさんぷラネタリウム」も素敵だと思うが、妊婦さんに寄り添った

何かがあると良い。また、読み聞かせの後に、少しの休憩があるのがわかり

やすく書いてあると心配せずに来れたと自分の経験から思う。 

ひよこプラネタリウムは、参加しやすそうな書き方をしているので、子ども

と行きたいとよく思っている。 

いいところが、伝わるようするとよい。 

 

他にあるか。 

では、令和 6(2024)年度事業、プラネタリウム投映外事業について説明をお願

いする。 

 

資料①令和6(2024)年度事業報告4ページ以降のプラネタリウム投映外事業に

ついて説明 

観望会については、ほぼ毎月行っている。予約なしで参加することができ、

天気を見て来る方が多いのか、天気で人数が左右される。観望会は白井天文

同好会 5人から 10人ほどの方に毎回協力してもらっている。 

その他、特別観望会について、昼間の星を見る会について、ちょっと知りた

い大人のための天文教室、スターキッズ、郷土・天文講座、ドーム貸し出し

についての説明を行う。 

 

ご意見ある方お願いする。 

 

昼間の星を見る会の回数を減らしたということだが、2時間は長いのではない

か。1時間にして、回数を増やしたほうがよいのではないか。 

 

昼間の星を見る会も、白井天文同好会の協力の元行っており、彼らの情報交

換の場にもなっている。職員は主に 1時間ぐらいで交代しながら参加してい

る。1時間だと、望遠鏡を出して、すぐ片付ける感じになってしまう。 

昼間の観望会は、人手が多く必要となる割に、参加者が少なく、たまたま

通りがかった人が見ていくぐらいであった。職員の業務負担軽減のため、ま

た事業の特別感を出すために回数を減らした。 

 

議題 2 令和 7年度事業計画について  

 

令和 7(2025)年度事業計画について説明をお願いする。 

 

資料② 令和 7(2025)年度事業計画にそって令和 7年度の事業説明をする。 

令和 7年度は、令和 6年度とほぼ同じ事業を行い、「土星の環の消失」と「月
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開発」に注目し番組制作を行う。 

4つの事業について料金改定を行う。「にんさんぷラネタリウム with図書館」、

「星を見る会」、「天文講演会」については、これまでバラバラだった料金体

系を、一般投映料金にあわせるため。「あなただけのプラネタリウム」は、投

映・準備にかかる時間と手間を経費に見合うものにするため。 

 

質問、ご意見ある方はいるか。 

 

たくさんのプログラムを計画されていて大変だと思うが、毎月のテーマの決

め方はどのようにしているのか。 

 

前の年の 9月頃から次の年の事業内容を決めていく。月 1回のミーティング

の中で、その年の天文現象や宇宙開発を考慮しながら、各々がやりたいテー

マや事業を出し合い、12月頃に固める。 

 

学習投映の場合はどうしているのか。 

白井市内には学校の先生方の理科研究会はあるか。 

 

前職員(現会計年度任用職員)の●●が元中学校理科教員であり、事業開始当

初から投映内容の組み立ての全て行っている。学習投映開始当初は、学習検

討委員会をつくり、小中学校の教員と内容の検討を行っていた。その後は、

来館が決定した学校と、事前アンケートをもとに投映前に 30分ほど打ち合わ

せをしていたが、現在は、事前アンケートと電話打ち合わせのみとなってい

る。 

教科書の改訂時の対応等については、現在も●●が行い、投映に反映させて

いる。運営協議会委員の方のご意見も貴重であり、参考としている。 

 

こういった学校との関わりはとても重要なので、これからも太いパイプを作

り上げたら良い。 

では、他に意見はあるか。 

 

一般投映について、来館者数が減少傾向にある。コロナ感染症拡大の後に 13

時半の投映を止め、投映回数が減ったこともあるが、現状の投映時間のまま

で、一般投映にたくさんの方に来てほしい。イベント投映には人が集まるの

だが、通常の一般投映に人を呼び込む何か良いアイデアがあれば委員の皆様

から意見をいただきたい。 

 

議題 3 大規模改修基本計画策定業務の概要説明と市民アンケートの実施に
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ついて 

 

議題 3による大規模改修基本計画策定業務の概要について説明をする。 

アンケート実施内容の説明をする。 

 

ご意見のある方お願いする。 

 

資料 1の 5の所※、どのようにして出来上がったのか、今後 30年間利用する

人のことも考えているのか。 

※「白井市文化センターのあり方に関する方針」 

 プラネタリウム館は存続とする。ただし、一部機能の縮小や廃止を検討する。 

 

あり方検討委員会について簡単に説明をする。 

14名で 4館のあり方を話し合った。 

財政的な面が多く議論され、検討委員会ではプラネタリウムは廃止か存続に

分れたが、教育委員会議で協議の上存続となった。「縮小や廃止をして下さい」

ではなく、「検討してください」と読んでほしい。 

 

アンケートの配布が遅くなり、申し訳ない。 

白井市文化センターのあり方検討委員会第 4回会議（令和 3年 11月 5日開催）

で文化センターを開館当初と同等まで回復するのに 38.8億の費用が掛かると

試算された。現段階で実際の工事の予算規模は決定していないが、計画段階

から予算規模を意識して事業を進めていかなければならないと考えている。 

なお、単に縮小するから悪くなるということではなく、時代や社会ニーズに

即した改修をするとともに、センター内 4館やセンター周辺との連携・相乗

効果により魅力を高めあう改修となるよう検討したいと考えている。 

 

アンケート P8の② このアンケートの書き方はマイナスなイメージの意見を

促すような文面となっており良くないのではないか。 

 

資料では他館の設問は省略しているが、全館共通で「方針の〇〇に対し意見

があればお答えください」としている。なお、プラネタリウム館については、

方針に追加して②-②を作った。プラネタリウムやドームの有効活用について

意見が欲しいと考えている。 

なお、補足となるが、現案について、自由記述では回答しにくいとの意見も

あるため、設問や回答方法について、今後変更となる可能性がある。 

 

ドームの活用というが、ドームシアターとプラネタリウムは違う。 
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条例を変えなければならなくなる。 

文面にバイアスがかかっているのはよくない。 

 

他にあるか。 

 

皆様のご意見は、電話や、メールで事務局まで知らせてほしい。7月末までに

事務局で取りまとめ、大規模改修準備室に回答する。 

 

委員の皆様はご意見をよろしくお願いする。 

では、令和 7年度第１回プラネタリウム館運営協議会を終わりにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


